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本吉分署の水槽付ポンプ車を更新しました！
（関連記事は４ページに掲載しています）

◎リアス・アーク美術館の催し物・・・・・Ｐ２

◎広域消防からのお知らせ・・・・・・・・・

◎平成30年度決算の概要・・・・・・・・・・

◎消防職員募集・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Ｐ４

Ｐ６

Ｐ８

発行／気仙沼･本吉地域広域行政事務組合（気仙沼市赤岩五駄鱈43番地2 ）　　ＴＥＬ／0226-22-9111



観
覧
無
料

約
30
年
続
い
た
“平
成
”が
終
わ
り
、
今
年

か
ら
新
元
号
“令
和
”の
時
代
を
迎
え
ま
し

た
。 

“平
成
”は
あ
な
た
に
と
っ
て
ど
ん
な
時

代
で
し
た
か
？
時
代
を
振
り
返
る
際
、
多
く

の
人
は
記
憶
の
中
の
思
い
出
を
た
ど
っ
た
り
、

写
真
や
映
像
の
記
録
を
見
る
こ
と
で
当
時
の

様
子
を
認
識
し
ま
す
が
、
本
展
は
子
供
た
ち

が
描
い
た
絵
画
で
“平
成
”を
振
り
返
る
と
い

う
企
画
で
す
。

当
館
で
は
、
平
成
６
年
の
開
館
以
来
、

圏
域
内
の
子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
公
募
展

を
継
続
開
催
し
、
入
賞
作
品
と
賞
候
補
作

品
等
を
収
蔵
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
作

品
群
に
は
気
仙
沼･
本
吉
地
域
の
子
ど
も
た

ち
が
見
つ
め
、
生
き
て
き
た
“平
成
”時
代
の

生
活
や
日
常
が
い
き
い
き
と
描
か
れ
て
い
ま

す
。“令

和
”が
ス
タ
ー
ト
し
た
今
年
、
そ
の
作

品
群
を
通
し
て
“平
成
”を
子
供
た
ち
の
目
線

で
振
り
返
り
、
人
々
の
暮
ら
し
や
地
域
の
様

好
評
開
催
中
〜
８
月
25
日
㊐

常
設
展

共
通
チ
ケ
ッ
ト
で

①
②
③
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

リ
ア
ス･

ア
ー
ク
美
術
館

リ
ア
美
ニ
ュ
ー
ス
　
　
　

R
IA
S A
R
K
 M
U
SEU

M
 O
F A
R
T

̶開館時間̶
午前 9 時 30 分～午後５時

※最終入館は午後４時 30 分まで

̶休館日̶
毎週月･火曜日、祝日の翌日
年末年始・メンテナンス休館

̶常設展観覧料̶
一般：500（400）円

大学生･専門学生：400（300）円
高校生：300（200）円
小･中学生：150（100）円
※（）は 20 名以上の団体料金

̶所在・連絡先̶
〒988-0171 気仙沼市赤岩牧沢138-5

TEL：0226-24-1611
FAX：0226-24-1448

Email：riasark.m@nifty.com
http://www.riasark.com

※展覧会の会期等は都合により変更となる場合
があります。ご利用の際は事前にチラシやホー
ムページ等にてご確認ください。

「アマゴ釣り」 前田開（みん展vol.9）

「みなとまつりの花火」 泉田花維（みん展vol.3）

「シャッターチャンス」 千葉天晴（ジュニ・コンvol.2）

「楽しい祭り」 小山幸恵（みん展vol.3）

「復興工事」 米塚友一（みん展vol.18）

①
歴
史･

民
俗
資
料
展
示

  

「
方
舟
日
記
〜
海
と
山
を
生
き
る
リ
ア
ス
な
く
ら
し
」

当
地
域
の
歴
史
民
俗
・
生
活
文
化
を
【
食
】

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
紐
解
き
、
手
描
き
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
を
添
え
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
期
の
ミ
ニ
展
示
「
方
舟
漂
流
記
」
で
は

「
時
間
」
を
テ
ー
マ
に
「
未
来
の
歴
史
」や
「
時

間
と
社
会
」
な
ど
の
ト
ピ
ッ
ク
で
、
そ
の
仕

組
み
や
歴
史
、
文
化
、
豆
知
識
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。〈
お
や
つっ
て
何
時
？
〉、〈
旧
暦

と
は
？
〉
と
いっ
た
謎
や
疑
問
に
迫
り
ま
す
。

②
収
蔵
美
術
作
品
展
示

当
館
と
関
わ
り
の
あ
る
東
北
・
北
海
道

を
中
心
と
し
た
美
術
家
の
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル

の
作
品
約
70
点
を
作
家
紹
介
パ
ネ
ル
と
と

も
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

③
東
日
本
大
震
災
の
記
録
と
津
波
の
災
害
史

当
館
学
芸
員
ら
が
取
材
し
た
記

録
写
真
と
収
集
し
た
被
災
物
品
に

解
説
・
コ
メ
ン
ト
を
添
え
、
明
治
29

年
・
昭
和
８
年
の
津
波
災
害
史
の

資
料
等
と
と
も
に
展
示
し
て
い
ま

す
。　
　

多
く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
き
た

い
内
容
で
す
。

ひ
も

今
年
度
後
期
の
催
し
物
を
紹
介
し
ま
す

子
な
ど
を
回
顧
し
ま
す
。

本
展
で
は
、
当
館
が
収
蔵
す
る
作
品
群
の

中
か
ら
約
１
０
０
点※

を
選
定
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
選
評
等
の
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
展
示
す

る
ほ
か
、
気
仙
沼･

本
吉
地
域
の
“平
成
”を

振
り
返
る
パ
ネ
ル
資
料
な
ど
を
併
せ
て
展
示

し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※

平
成
７
〜
27
年
度
「
み
ん
な
の
展
覧
会
を
つ
く
ろ

う
」
展
入
賞
作
品
及
び
賞
候
補
作
品
、
平
成
28
〜

30
年
度
「
リ
ア
ス･

ジ
ュ
ニ
ア
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
展
入

賞
作
品
よ
り
選
定
出
品
し
て
い
ま
す
。

※

み
ん
展
＝
み
ん
な
の
展
覧
会
を
つ
く
ろ
う
展
／
ジ
ュ
ニ･

コ
ン
＝
リ
ア
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
略

❷



９
月
26
日
㊍
〜
11
月
３
日
㊐

◎
観
覧
無
料

方
舟
祭
（
は
こ
ぶ
ね
さ
い
）
は
当
館
主
催

の
市
民
参
加
型
文
化
祭
で
す
。
表
現
活
動
を

行
っ
て
い
る
方
々
の
絵
画
・
写
真
・
手
工
芸

等
の
展
示
を
始
め
、
楽
器
演
奏
会
な
ど
の
多

彩
な
発
表
を
週
替
わ
り
で
紹
介
し
ま
す
。

趣
味
探
し
の
機
会
と
し
て
も
好
適
と
い
え

ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
＝
気
仙
沼
市
・
南
三
陸
町
の
小
学

生
◆
テ
ー
マ
＝
あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と

し
た
よ
◆
募
集
開
始
＝
８
月
23
日
〜
（
学

校
を
通
じ
て
募
集
）◆
賞
品
＝
地
域
商
品
券

（
大
賞
＝
２
万
円
分
、
優
秀
賞
＝
５
千
円

分
）、
図
書
カ
ー
ド
（
佳
作
＝
千
円
分
）◆

展
示
期
間
＝
12
月
４
日
㊌
〜
22
日
㊐※

応

募
作
品
は
全
て
展
示
さ
れ
ま
す
。◆
応
募
無

料
◆
詳
細
は
募
集
要
領
参
照

新
！
方
舟
祭
２
０
１
９

作
品
募
集
！

人
気
企
画
今
年
も
や
り
ま
す
!!

リ
ア
ス・ジ
ュニ
ア

　

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
 vol.
４

本
展
は
東
北･

北
海
道
の
日
常
的
風
景
を

絵
画
と
し
て
未
来
に
残
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
来
年
度
開
催
の
第
６
回
展
に
向

け
、
風
景
画
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象
＝
16
歳
以
上
、東
北
・
北
海
道
在
住
・

出
身
の
方
（
経
歴
不
問
）◆
応
募
締
切
＝
11

月
13
日
◆
賞
金
＝
最
優
秀
賞
50
万
円
ほ
か

◆
応
募
料
＝
無
料
◆
作
品
規
格
＝
10
〜
20

号
／
油
彩
・
ア
ク
リ
ル
画

LA
N
D
SCA

PE of N
.E.

東
北･

北
海
道
の
風
景
〜
公
募

前回（新！方舟祭2018）の発表の様子

「Light ＆ Letters」
（写真等パネル･インスタレーション展示）

「補陀寺仏像彫刻教室」（木彫刻作品展示）「おはなしサークルたんたん」（人形劇公演）

N.E.blood 21 vol.72・73

令和 2年 ２月8 日㊏～３月15 日㊐

❸



気
仙
沼
消
防
署
本
吉
分

署
配
置
の
水
槽
付
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
が
更
新
さ

れ
、
平
成
31
年
４
月
19
日

か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
し

た
。新

た
な
ポ
ン
プ
車
を
有

効
活
用
し
、
皆
さ
ま
の
安

全
・
安
心
の
た
め
に
、
な

お
一
層
消
防
業
務
に
励
み

ま
す
の
で
、
今
後
も
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

気
仙
沼
・
本
吉
消
防
本
部

管
内
で
は
、
平
成
30
年
５
月

か
ら
８
月
末
ま
で
の
間
に
、

熱
中
症
・
熱
中
症
疑
い
に
よ

る
救
急
搬
送
が
51
件
あ
り
ま

し
た
。
（
う
ち
２
名
は
重
症
）

熱
中
症
患
者
の
多
く
は
高

齢
者
の
方
々
で
す
。

主
な
症
状
に
は
、
体
温
上

昇
、
め
ま
い
、
頭
痛
、
吐
き
気
、

ひ
ど
い
と
き
に
は
、
け
い
れ

ん
や
意
識
の
異
常
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

熱
中
症
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
は
予
防
が
大
切
で
す
。

〇室温 28℃を超えないように、エアコンや扇風機を上手に使いましょう

〇部屋の温度をこまめにチェック

〇のどが渇かなくても、こまめに水分補給

〇外出の際は体をしめつけない涼しい服装で、日よけ対策も

〇無理をせず適度に休憩を

〇日頃から栄養バランスの良い食事と体力づくりを

広域消防からのお知らせ

01
本
吉
分
署
水
槽
付
ポ
ン
プ
車
を
更
新

02
熱
中
症
を
予
防
し
て
元
気
な
夏
を
！

【主な装備品】
消火用水槽1,500ℓ・圧縮空気泡消火装置（CAFS）・LED式照明装置
ウインチ装置・チタン製三連梯子・空気呼吸器・油圧式救助資機材

熱中症予防のポイント！

〇自分で水が飲めなかったり、脱力感や倦怠感が強く、動け

ない場合

〇意識がない（おかしい）、全身のけいれんなどの症状の人を

発見した場合

こんなときは、ためらわずに救急車を呼びましょう！

❹



平
成
28
年
12
月
22
日
に
新
潟
県
糸
魚
川

市
で
発
生
し
た
大
規
模
火
災
を
契
機
に
消

防
法
令
が
改
正
さ
れ
、
令
和
元
年
10
月
１

日
か
ら
、
飲
食
物
を
提
供
す
る
た
め
に
火

を
使
用
す
る
設
備
や
器
具
が
設
置
さ
れ
て

い
る
す
べ
て
の
飲
食
店
に
消
火
器
具
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
火
を
使
用
す
る
設
備
や
器
具

に
安
全
装
置
な
ど
が
付
い
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
消
火
器
具
の
設
置
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

①　

「
業
務
用
消
火
器
」
を
設
置
し
て
く
だ

さ
い
。「
住
宅
用
消
火
器
」
や
「
エ
ア
ゾ
ー

ル
式
消
火
具
」
で
は
基
準
に
合
い
ま
せ
ん
。

②　

消
火
器
は
、
床
面
か
ら
の
高
さ
が
１

メ
ー
ト
ル
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の

場
所
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

③　

消
火
器
を
設
置
し
た
場
所
へ
、
「
消
火

器
」
と
書
か
れ
た
標
識
を
見
や
す
い
位

置
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

④　

消
火
器
は
６
ヶ
月
ご
と
に
点
検
し
、

１
年
に
１
回
管
轄
の
消
防
署
へ
点
検
結

果
報
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※

消
火
器
の
点
検
報
告
に
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
が
大
変
便
利
で
す
。

　

『
消
火
器
点
検
ア
プ
リ
』
と
検
索
し
て
く

だ
さ
い
。

03
火
を
使
う
全
て
の
飲
食
店
に
消
火
器
具
設
置
が
義
務
化

 

04Net119

の
運
用
を
開
始
し
ま
す

１
．
消
火
器
具
の
設
置
基
準
等

①　
「
調
理
油
過
熱
防
止
装
置
」

　

鍋
な
ど
の
温
度
の
過
度
な
上
昇
を
感

知
し
て
自
動
的
に
ガ
ス
の
供
給
を
停
止

し
、
消
火
す
る
装
置
。

②　
「
自
動
消
火
装
置
」

　

火
を
使
用
す
る
設
備
や
器
具
の
火
災

を
自
動
的
に
感
知
し
、
消
火
薬
剤
を
放

出
し
て
消
火
す
る
装
置
。

③　
「
グ
リ
ル
過
熱
防
止
機
能
」

　

グ
リ
ル
庫
内
や
グ
リ
ル
受
け
皿
の
温

度
の
過
度
な
上
昇
を
感
知
し
て
自
動
的

に
ガ
ス
の
供
給
を
停
止
し
、
消
火
す
る

装
置
。

④　
「
グ
リ
ル
消
し
忘
れ
消
火
機
能
＋
炎
あ
ふ

れ
防
止
機
能
」

　

グ
リ
ル
の
火
を
消
し
忘
れ
た
と
き
で

も
一
定
時
間
経
過
し
た
後
に
自
動
的
に

ガ
ス
の
供
給
を
停
止
し
、
消
火
す
る
機

能
と
、
グ
リ
ル
庫
内
で
発
火
し
た
と
き

で
も
グ
リ
ル
庫
内
か
ら
の
炎
の
あ
ふ
れ

を
防
止
す
る
機
能
の
両
方
が
備
わ
っ
て

い
る
も
の
。

⑤　
「
圧
力
感
知
安
全
装
置
」
等

　

過
熱
な
ど
に
よ
る
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

内
の
圧
力
の
上
昇
を
感
知
し
、
自
動
的

に
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
か
ら
カ
セ
ッ
ト
コ

ン
ロ
本
体
へ
の
ガ
ス
の
供
給
を
停
止
し
、

消
火
す
る
装
置
な
ど
。

 

２
．
設
置
義
務
が
免
除
さ
れ
る
た
め

　
　

の
安
全
装
置
等

当

消

防

本

部

は
、

10

月

１

日

か

ら

N
et1

1
9

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開

始
し
ま
す
。

音
声
に
よ
る
１
１
９
番
通
報
が
困
難
な

聴
覚
・
言
語
機
能
に
障
害
の
あ
る
方
が
円
滑

に
消
防
へ
の
通
報
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電

話
の
画
面
操
作
に
よ
り
簡
単
に
通
報
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
通
報
時
に
は
、
携

帯
端
末
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
利
用
し
、
位
置
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
利

用
登
録
の
申
込
み
や
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
当
消
防
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

 

１
．N

et119

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
と
は
？

２
．
利
用
す
る
に
は
？

＜令和元年 10 月１日以降＞

　延べ面積にかかわらず、消火器具
を設置しなければならない。

50 ㎡ 

＜　現　行　＞

　延べ面積 150 ㎡以上の店舗は、
消火器具を設置しなければならない。

 150 ㎡ 50 ㎡  150 ㎡ 

義務義務化！ 義務義務なし

気仙沼・本吉地域広域行政事務組合消防本部
〒988-0104　宮城県気仙沼市赤岩五駄鱈43番地２　TEL：0226-22-6689　FAX：0226-22-0119　ﾒｰﾙ：soumu@km-fire.jp　http://www.km-fire.jp/
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【歳入】21億5,488万7千円

一般会計の歳入総額は21億5,488万6,846円、歳出総額は21億1,143万76円で、歳入歳出差引残額は4,345万
6,770円となりました。
歳入歳出差引残額から翌年度繰越額1,857万6,000円を差し引いた2,488万770円が実質的収支額となり、
このうち1,244万1,000円を財政調整基金へ積み立てたため、残額1,243万9,770円が翌年度への純繰越額とな
りました。　　　
　
　※各表とも四捨五入の関係で合計等が合わないことがあります。

○水槽付消防ポンプ自動車
 Ⅰ－Ａ型更新　（本吉分署）

○歌津出張所仮設庁舎解体 ・
 撤去工事

〇本吉分署仮設車庫設置工事

〇消防指令システム液晶表示盤
 交換業務

〇N.E.blood21　vol.66 ～ vol.69

〇収蔵作品による
 「新たな船出～美術再発見」 展

平成30年度の主な事業

諸収入
273万円

使用料・手数料
526万8千円

繰入金
3,321万9千円

県支出金 
1,154万4千円

繰越金
881万円

組合債
6,560万円

財産収入
29万2千円

分担金・負担金
20億2,742万5千円

【歳出】21億1,143万円

議会費
108万1千円

公債費
7,438万5千円

教育費
8,345万9千円

総務費
7,885万8千円

消防費
18億7,364万8千円

歳出決算
議会費
1,081千円（0.05％）
組合議会運営費

総務費
78,858千円（3.74％）
一般事務費、計画策定費、
リアス・アーク美術館企画事業費等

消防費
1,873,648千円（88.74％）
防災・消防・救急活動費・施設管理費等

教育費
83,459千円（3.95％）
リアス・アーク美術館施設管理費等

公債費
74,385千円（3.52％）
組合債の返済金等

※（ ）内は構成比

平成30年度　決算の概要についてお知らせします
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平成 30年度　地球温暖化防止対策実施状況

当組合における平成 30年度地球温暖化防止対策の実施状況は、下記のとおりです。

◎燃料関係

◎上水道関係

◎コピー枚数

項　　目 単　　位 排出係数 活動量 排出量
（Kg-CO2）

活動量 排出量
（Kg-CO2）

活動量 排出量
（Kg-CO2）

基準値（Ｈ25） 平成 30年度 目標値（令和３年度）

電 気 使 用 量

ガソリン使用量

軽 油 使 用 量

ＬＰガ ス 使 用 量

Ａ 重 油 使 用 量

灯 油 使 用 量

合 　 　 　 計

KWh

ℓ

ℓ

㎥

ℓ

ℓ

－

0.571

2.322

2.585

5.968

2.710

2.489

－

1,225,681

34,747

22,663

1,447

36,000

19,952

－  

699,864

80,683

58,584

8,636

97,560

49,660

994,987

1,196,466

36,976

21,271

1,607

39,000

9,656

－  

683,182

85,858

54,986

9,591

105,690

24,034

963,341

1,182,782

33,531

21,870

1,396

34,740

19,254

－

675,369

77,859

56,533

8,334

94,145

47,922

960,162

上　水　道　（㎥）

基準値（Ｈ25） 平成 30年度 目標値（令和３年度）

4,462 4,668

コ　ピ　ー　枚　数　（枚）

基準値（Ｈ25） 平成 30年度 目標値（令和３年度）

147,939 161,696

4,306

142,761

を利用して
いろんなところへ出かけてみませんか？

フリーパスポート
令和初の夏休みは

小・中学生のみなさん

フリーパスポートは、県内のさまざまな施設を無料で利用できるお得なパスポートです。
リアス・アーク美術館で簡単に発行できますので、ぜひご利用ください！！｠｠

対象者 利用できる日 作成方法 利用できる場所

気仙沼市・南三陸町に住
んでいる小学生・中学生

学校が休みの日
（土日・祝日・春夏冬休み）

リアス・アーク美術館・
ひころの里でお申し込み
ください。

県内の各施設
・仙台市博物館
・石ノ森漫画館
・リアス・アーク美術館
・ひころの里　　等
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気仙沼・南三陸フォトコンテストを開催します

令和２年度採用

消防職員募集

受験申込：組合事務局、気仙沼市役所人事課、南三陸
町役場総務課、各消防署に備え付け、または組合事務
局ホームページ（http://km-kouiki.jp/）に掲載の申
込用紙に必要事項を記入し、下記の期日まで申し込み
ください。

職 種

採 用 予 定 人 員

試験日時及び場所

申 込 期 間

申 込 書 提 出 先

受 験 資 格

試 験 科 目

問い合わせ先　気仙沼・本吉地域広域行政事務組合事務局　庶務係
〒988-0104　宮城県気仙沼市赤岩五駄鱈４３番地２　　TEL.0226-22-9111

３人程度

令和元年９月 22 日（日）午前 9 時から　　　気仙沼・本吉広域防災センター

気仙沼・本吉地域広域行政事務組合　事務局

一次試験　　教養試験、適性検査（２科目）、体力測定（６種目）
※二次試験の実施内容などは一次試験合格者に直接通知します。

令和元年７月１日（月）〜令和元年８月５日（月）
※閉庁日を除く。郵送の場合は締切日の午後５時 15 分必着。

消防吏員（初級職） 消防士

①平成７年４月２日から平成 14 年４月１日までに生まれた方で、高校卒業程度の学力を
有する方

②色力正常で、両眼とも裸眼視力が 0.7 以上、または矯正視力が 1.0 以上であること
③聴力が正常であること
④その他、職務遂行に支障がなく健康であること

第4
回

気仙沼市・南三陸町で撮影した自然・街並み・年中行事・生活などの写真を募集します。

○募集期間　2019年10月１日（火）～2020年１月15日（水）  
　　　　　　※閉庁日（土・日・祝日）を除く。
　　　　　　　郵送の場合は締切日必着。
○部　　門　①風景　②暮らし・日常
○サ イ ズ　Ａ４サイズ・四つ切（ワイド可）プリント
○結果発表　2020年２月中旬
○審 査 員　プロカメラマン１名他
○賞　　等　最優秀賞（全体から１点・賞状・賞金）
　　　　　　優 秀 賞（全体から２点・賞状・賞金）
　　　　　　佳　　作（全体から10点・賞状）
　　　　　　賞 候 補（全体から15点以内）※美術館にて展示

※応募作品は、2019年１月以降に気仙沼市・南三陸町内で
　撮影された未発表作品に限ります。（１人３点まで）

～送付先・問い合わせ先～
　気仙沼・本吉地域広域行政事務組合事務局　企画調整係
　〒988-0104　気仙沼市赤岩五駄鱈43番地2
　TEL：0226-22-9111  　　FAX：0226-22-8008 

第３回気仙沼・南三陸フォトコンテスト
最優秀賞　「若人頑張ってます」
藤島　純七 さん（仙台市）

テーマは「未来に残したい、私たちの今」です。
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